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エリアＢ
第１回説明会で多くみられた

「現在地の周辺で検討する」とい
う考え方に着目し、エリアの北側
から選定する。
また、「児童館や駐在所からあ

まり離れない場所」であり、地震
等の際の避難所の機能を考慮する
と、中央自動車道より北側で選定
することが適当と考えられる。

第２回中道北小学校移転 住民説明会

平成２８年１月２８日
午後７時より
中道公民館会議室

次 第

１ 開会
２ 教育委員長挨拶
３ 第１回説明会での意見等について
４ 候補地案についての意見聴取
５ その他
６ 閉会

エリアＡ
農振法に規定する土地改良事

業等（国営施設機能保全事業
「笛吹川沿岸地区」H24～33）
を実施中のため、事業終了後8

年間（H41まで）は、農用地区
域の解除は原則不可能であり、
このエリアの農地転用は困難で
あることが判明したため、この
エリアから候補地案は選定しな
いこととする。

エリアＣ
位置的に、通学区域の西に著

しく偏り、第１回説明会の中で
も、検討対象から除外するべき
との意見もみられたことから、
このエリアから候補地案は選定
しないこととする。



中道北小学校候補地（案） 資料 
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中道北小学校 

移転候補地（案） 

・校地面積：約 14,400 ㎡ 

※現在地の残存部を駐車場（現在面積は、校舎東側で約 700 ㎡、水泳場西側で約 640 ㎡、

計 1,340 ㎡）等に利用することなどで、現況からの面積減を補うことを検討 

・現在地からの行程距離(正門⇔正門)：約 250ｍ 

・軌道中心線から校舎までの想定距離：約 170ｍ 

・正門想定地（★）までの行程距離 

児童館：約 570ｍ 、 駐在所：約 520ｍ 

・防災関係 

笛吹川浸水想定 2～5ｍ深 

境川浸水想定  0.5～1ｍ深 

滝戸川浸水想定 1～2ｍ深 

地震の揺れやすさ 震度 6 強 

液状化現象   危険度大（南側は「極小」） 

活断層   非該当 

・開発関係 

 公が管理する道路に接続する、中心から両側２ｍ以上の道路を整備する必要あり。 

・農振農用地区域除外関係 

特に問題なし。 

・その他 

南を中央自動車道、西を国道１４０号線、北を中央新幹線軌道（予定）に囲まれるため、

校舎に防音等の対応が必要となる可能性がある。 

現在地 

・校地面積：約 16, 000 ㎡ 

・近隣施設からの正門までの行程距離 

児童館：約 310ｍ 、 駐在所：約 250ｍ 

・防災関係 

笛吹川浸水想定 2～5ｍ深 

境川浸水想定  0.5ｍ未満深 

滝戸川浸水想定 1～2ｍ深 

地震の揺れやすさ 震度 6 強 

液状化現象   危険度大（北側は「中」） 

活断層   非該当 

・避難所、避難地指定 

 土砂災害、地震、大規模火災、内水氾濫 

※洪水避難所は中道スポーツ広場体育館 

中央新幹線 

軌道予定 

移転候補地（案）

・校地面積：約14,400㎡
・現在地からの行程距離(正門⇔正門)：約250ｍ

・軌道中心線から校舎までの想定距離：約170ｍ

・正門想定地（★）までの行程距離
児童館：約570ｍ 、 駐在所：約520ｍ

・防災関係
笛吹川浸水想定 2～5ｍ深
境川浸水想定 0.5～1ｍ深
滝戸川浸水想定 1～2ｍ深
地震の揺れやすさ 震度6強
液状化現象 危険度大（南側は「極小」）
活断層 非該当

・開発関係
公が管理する道路に接続する、幅４ｍ以上の道路を整備する必要あり。

・農振農用地区域除外関係
特に問題なし。

・その他
南を中央自動車道、西を国道１４０号線、北を中央新幹線軌道（予

定）に囲まれるため、校舎に防音等の対応が必要となる可能性がある。

現在地

・校地面積：約16, 000㎡

・近隣施設からの正門までの行程距離
児童館：約310ｍ 、 駐在所：約250ｍ

・防災関係
笛吹川浸水想定 2～5ｍ深
境川浸水想定 0.5ｍ未満深
滝戸川浸水想定 1～2ｍ深
地震の揺れやすさ 震度6強
液状化現象 危険度大（北側は「中」）

活断層 非該当

・避難所、避難地指定
土砂災害、地震、大規模火災、内水氾濫
※洪水避難所は中道スポーツ広場体育館


